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農業技術農業技術農業技術農業技術センターニュースセンターニュースセンターニュースセンターニュース
２００７年 １月

縞葉枯病に弱いハツシモに、縞葉枯病抵抗性を戻し交雑法により導入し、縞葉枯病抵抗性以外の形質は
従来のハツシモとほぼ同じ系統(仮称：新ハツシモ)が育成できました。これにより縞葉枯病ウイルスを媒
介するヒメトビウンカに関する農薬の削減が可能です。

縞葉枯病抵抗性縞葉枯病抵抗性縞葉枯病抵抗性縞葉枯病抵抗性「「「「ハツシモハツシモハツシモハツシモ」」」」のののの育成育成育成育成にににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます
品種登録品種登録品種登録品種登録とととと数年後数年後数年後数年後のののの実用化実用化実用化実用化をををを目指目指目指目指してしてしてして、、、、栽培試験栽培試験栽培試験栽培試験をををを行行行行っていきますっていきますっていきますっていきます

戻戻戻戻しししし交雑法交雑法交雑法交雑法のののの概念図概念図概念図概念図
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縞葉枯病抵抗性親 ハツシモ
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ハツシモ率 = ９９％以上

：縞葉枯病抵抗性遺伝子

フェアリーホワイトフェアリーホワイトフェアリーホワイトフェアリーホワイトがががが３３３３賞賞賞賞をををを受賞受賞受賞受賞
ジャパンフラワーセレクションジャパンフラワーセレクションジャパンフラワーセレクションジャパンフラワーセレクション2006-2007 

農業技術農業技術農業技術農業技術センターセンターセンターセンターでででで育成育成育成育成したしたしたしたフランネルフラワーフランネルフラワーフランネルフラワーフランネルフラワー
「「「「フェアリーホワイトフェアリーホワイトフェアリーホワイトフェアリーホワイト」」」」がががが、、、、第第第第１１１１回回回回フラワーフラワーフラワーフラワー・・・・オブオブオブオブ・・・・ザザザザ・・・・
イヤーイヤーイヤーイヤー鉢物部門鉢物部門鉢物部門鉢物部門のののの「「「「ベストベストベストベスト・・・・フラワーフラワーフラワーフラワー（（（（優秀賞優秀賞優秀賞優秀賞）」）」）」）」
「「「「ニューバリューニューバリューニューバリューニューバリュー特別賞特別賞特別賞特別賞」「」「」「」「人気投票第一位人気投票第一位人気投票第一位人気投票第一位」」」」のののの３３３３賞賞賞賞
をををを受賞受賞受賞受賞しましたしましたしましたしました。。。。

「ニューバリュー特別賞」
花の新たな価値観をデザインする品種で、使い勝手に優れており、フラワーデザイン、ガーデン

デザインの多様性や可能性を広げて花文化の未来に貢献する品種に授与されます。

◎従来のハツシモと比較して、・・・・(平成18年度)

・・・・縞葉枯病縞葉枯病縞葉枯病縞葉枯病にににに抵抗性抵抗性抵抗性抵抗性をををを示示示示すすすす

・・・・食味食味食味食味ははははハツシモハツシモハツシモハツシモとほぼとほぼとほぼとほぼ同一同一同一同一

・・・・品質品質品質品質はははは同同同同じかじかじかじか優優優優れるれるれるれる

・・・・稈長稈長稈長稈長はややはややはややはやや短短短短いいいい

草姿草姿草姿草姿

新新新新ハツシモハツシモハツシモハツシモ 現現現現ハツシモハツシモハツシモハツシモ

玄米玄米玄米玄米

新新新新ハツシモハツシモハツシモハツシモ 現現現現ハツシモハツシモハツシモハツシモ



農業技術農業技術農業技術農業技術センターセンターセンターセンター成果検討会成果検討会成果検討会成果検討会のののの開催開催開催開催
平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年２２２２月月月月２３２３２３２３日日日日（（（（金金金金）））） 午後１時から岐阜県農業技術センターで開催します

花花花花きにおけるきにおけるきにおけるきにおける生分解性生分解性生分解性生分解性ポットポットポットポットのののの改良及改良及改良及改良及びびびび利用技術利用技術利用技術利用技術のののの開発開発開発開発にににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます

生分解性ポットとはプラスチックと同じように使
え、自然界の微生物によって水と二酸化炭素に
分解され、自然に還るプラスチックです

PBS製ポット

５０５０５０５０％％％％

８０８０８０８０％％％％
１００１００１００１００％％％％

底面の穴が活着に効果的
側面は効果少ない

定植直後の灌水は多めに行う

省力

ポット抜きの手間
ポット集め・廃棄処理不要

空気膜空気膜空気膜空気膜ハウスハウスハウスハウスによりによりによりにより暖房用燃料暖房用燃料暖房用燃料暖房用燃料のののの使用量使用量使用量使用量をををを慣行慣行慣行慣行ハウスハウスハウスハウスよりよりよりより約約約約40%削減削減削減削減できましたできましたできましたできました

図　キュウリにおける収量性の比較
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図　燃料の累積消費量 (10a当たり)
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空気膜とは二重のビニールの間を空気で膨らませた被覆資材で、
この資材で被覆することにより保温性･断熱性が高まります（左図)。

キュウリを栽培した試験では、空気膜ハウスは暖房用燃料の使用
量を慣行ハウスより約40％削減されました。

日中の気温や地温が高く推移するため、生育が早く、収量も多くな
る傾向が認められました。

燃料燃料燃料燃料40%削減削減削減削減
空気膜空気膜空気膜空気膜ハウスハウスハウスハウス

２層のビニールの間に送風機で空気を送ってふくらませます

花壇苗ではPBS（ポリビフェ

ニールサクシネート）にデン
プンを20%混合して作った

ポットを使用します。

PBS50% 分解早すぎ
PBS100% 分解遅すぎ

ポットのまま植え付け

底面に多くの穴

植え付け後１ヶ
月でかなり分解


